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未来を見通しにくい現代において、あたらしい家族、とりわけ〈こども〉をもつかどうかは、
一個人一家庭の人生儀礼にとどまらず、人間としての営みや社会的責任に直面する
非常に大きな問題を孕んでいます。
今特集では、未来へ向かって生きていく存在である〈こども〉に注目しました。
芸術の主題は風景や宗教、人間、愛、平和、日常など多岐に渡ります。その中で〈こども〉の
姿形や、彼ら自身の表現は、わたしたちにどんな世界をみせてくれるのでしょうか。
近年では、夏休みともなれば〈こども〉を対象とした展覧会やワークショップが各地で開催され、
積極的に〈こども〉を主題に位置づけて社会のあり方を問うアーティストや企画者の態度にも
関心が寄せられます。
〈こども〉を通してみる世界とは？
私たちに今を見据えることを促し、さらには未来への希望をつないでくれるはずです。
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